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別 紙 ３ 

平成２８年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 

 １．研究領域番号  A1 

 

 ２．研究課題名  クラウドシステムを利用したハイブリッドロケット空力最適化ツールの構築 

 

 ３．研 究 期 間  平成 28 年 4 月 1 日 ～ 平成 29 年 3 月 31 日 

 

 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

大島伸行 北海道大学・工学研究院 教授  

 

 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

高橋裕介 北海道大学・工学研究院 助教  

小池太輝 北海道大学・工学院 大学院生  

棟朝雅晴 北海道大学・情報基盤センター 教授  

松永 学 北海道大学・工学院 大学院生 追加 

村上圭一 
宇宙航空研究開発機構・航空技術部門 

（北海道大学・工学研究院・客員教授） 

セクションリー

ダ 
 

松尾裕一 宇宙航空研究開発機構・航空技術部門 ユニット長 追加 

溝渕泰寛 宇宙航空研究開発機構・航空技術部門 
研究領域リー

ダ 
追加 

 

６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 
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 北海道大学工学研究院機械工学部門に設置された JAXA 宇宙探査工学連携講座・客員教授 村上圭

一氏を中心に，JAXA にて開発された汎用流体解析ソフトウェア FaSTAR の宇宙工学分野への応用

研究を実施している．宇宙輸送機（ロケット）開発のための基礎・応用研究には，打ち上げフライ

ト，風洞実験，燃焼試験など非常にコストの高い設備と実施技術を要するため，数値シミュレーシ

ョンの広範囲な活用による開発効率化が求められている．JAXA ではその主要な技術として汎用流

体解析ソフトウェア FaSTAR の開発を全国大学と協力して進めており，北大 JAXA 宇宙探査工学

連携講座もその拠点の一つとなっている． 

 本共同研究では，特に，北大にて開発が進められているハイブリッドロケット CAMUI における

空力設計最適化などを対象とした高速気体力学，および，その推進器における燃焼，運用対象とな

る超小型衛星などの設計技術・基礎研究への活用を目的として，数値解析シミュレーションの基盤

技術の開発と応用実証を行うとともに，その普及応用の対象となる工学分野における幅広い研究調

査を共同で行った．特に，数値解析シミュレーション技術を，ハイブリッドロケット CAMUI，お

よび，次世代地球大気再突入機の空力設計を主な対象として適用した． 

 

今回の成果は以下にまとめられる： 

１． 適切な空力予測を行う上で必要な計算格子解像度や乱流モデルなど，解析モデルの検証を

おこなった．ここでは，JAXA などにて過去に行われた風洞試験や打ち上げフライト試験の計測

結果との比較によって予測精度検証を行った． 

２． 上記知見を利用し，ハイブリッドロケット(図 1)や次世代地球大気再突入機(図 2)の空力設

計最適化に関する基礎設計への検討を行った． 

 

 

 

 
          図 1a. CAMUI 近傍の速度分布                  図 2b. CAMUI 近傍の圧力分布 

 

 

  

               (a) 迎角 0 度                                (b) 迎角 30 度 

図 2a. 柔軟構造再突入機周りのマッハ数分布（一様流マッハ数 0.9） 

 

 

 

 

 



 3 

 

 

これらの成果は，次年度国際学会への発表などにより公表普及を図る予定である 

Ohashi, ほか， AERODYNAMIC INSTABILITY OF FLARE-TYPE MEMBRANE INFLATABLE 

VEHICLE IN SUBORBITAL REENTRY DEMONSTRATION,  Ninth JSME-KSME Thermal 

and Fluids Engineering Conference October 28-30, 2017, Okinawa, Japan (発表予定) 

 

 

また，普及応用の対象となる工学分野の研究調査として，本研究参加者と本学機械宇宙工学部門と

の合同研究会を開催して，主に本学における宇宙システム分野での最近成果について JAXA 研究者

と討論し，詳細な研究交流とともに，併せてこれら成果をもとにソフトウェア FaSTAR 開発の共同

研究に関する議論を行った．（詳細は研究会等報告書に記載） 

 

 


